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執
筆
者
紹
介

清
水
奈
名
子 

Shim
izu N

anako

一
九
七
五
年
生
ま
れ
。
宇
都
宮
大
学
国
際
学
部
准
教

授
。
国
際
機
構
論
。『
冷
戦
後
の
国
連
安
全
保
障
体

制
と
文
民
の
保
護
│
多
主
体
間
主
義
に
よ
る
規
範
的

秩
序
の
模
索
』 “ H

um
an Insecurity C

aused by the 
D

ysfunction of the State: N
ew Security Issues in 

the Post-Fukushim
a Japan”

「
危
機
に
瀕
す
る
人
間

の
安
全
保
障
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
構
造
│
東
京
電

力
福
島
原
発
事
故
後
に
お
け
る
健
康
を
享
受
す
る
権

利
の
侵
害
」（
前
編
・
後
編
）

竹
峰
誠
一
郎 

Takem
ine Seiichiro

一
九
七
七
年
生
ま
れ
。
明
星
大
学
人
文
学
部
准
教

授
。
国
際
社
会
学
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
研

究
。『
核
時
代
の
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
│
社
会
・
文

化
・
歴
史
、
そ
し
て
ヒ
バ
ク
シ
ャ
』（
共
著
）『
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
│
終
わ
り
な
き
核
被
害
を
生
き
る
』

徐 

正
源 
X

u Z
hengyuan

一
九
七
八
年
生
ま
れ
。
中
国
人
民
大
学
国
家
発
展
與

戦
略
研
究
院
、
国
際
関
係
学
院
副
教
授
。
国
際
関

係
。『
中
国
負
責
任
大
国
角
色
的
建
構
│
角
色
理
論

視
角
下
的
実
証
分
析
』“ R

edéfinir les relations 
sino-am

éricaines : une perspective chinoise” “ In 
the Shadow

 of G
reat Pow

ers: A
 C

om
parative 

Study of Various A
pproaches to R

egionalism
 in 

C
entral A

sia”

大
澤 

肇 
O

sawa H
ajim

e

一
九
七
七
年
生
ま
れ
。
中
部
大
学
国
際
関
係
学
部
講

師
。
中
国
近
現
代
史
。『
新
史
料
か
ら
み
る
中
国
現

代
史
│
口
述
・
電
子
化
・
地
方
文
献
』（
共
編
著
）『
文

革
│
南
京
大
学
14
人
の
証
言
』（
共
訳
著
）「
中
華
人

民
共
和
国
初
期
に
お
け
る
学
校
教
育
と
社
会
統
合
」

ビ
ー
ト
ラ
イ
ス・ト
レ
フ
ォ
ル
ト 

Beatrice Trefalt
一
九
六
九
年
生
ま
れ
。Senior Lecturer, Japanese 

Studies, M
onash U

niversity. 

ア
ジ
ア
現
代
史
。

Japanese W
ar Crim

inals: the Politics of Justice after 
the Second W

orld W
ar ; Com

peting Voices from
 the 

Pacific W
ar ; Japanese Arm

y Stragglers and M
em

ories 
of the W

ar in Japan, 1950–1975

バ
ラ
ク・ク
シ
ュ
ナ
ー 

Barak K
ushner

一
九
六
八
年
生
ま
れ
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ア
ジ
ア

中
東
研
究
学
部
日
本
現
代
史
リ
ー
ダ
ー
。
日
本
現
代

史
。M

en to D
evils, D

evils to M
en: Japanese W

ar 
C

rim
es and C

hinese Justice ; T
he T

hought W
ar: 

Japanese Im
perial Propaganda

（
邦
訳
『
思
想
戦 

大

日
本
帝
国
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
』）、Exam

ining Japan’s 
Lost D

ecades （
共
編
）、『
検
証 

日
本
の
「
失
わ
れ
た

20
年
」│
日
本
は
な
ぜ
停
滞
か
ら
抜
け
出
せ
な
か
っ

た
の
か
』

和
田
英
穂 

W
ada H

ideho

一
九
七
三
年
生
ま
れ
。
尚
絅
大
学
文
化
言
語
学
部
准

教
授
。
中
国
近
現
代
史
、
日
中
・
日
台
関
係
史
。

「
被
侵
略
国
に
よ
る
対
日
戦
争
犯
罪
裁
判
│
国
民
政

府
が
行
っ
た
戦
犯
裁
判
の
特
徴
」「
戦
犯
と
漢
奸
の

は
ざ
ま
で
│
中
国
国
民
政
府
に
よ
る
対
日
戦
犯
裁
判

で
裁
か
れ
た
台
湾
人
」「
台
湾
に
お
け
る
戦
後
処
理

の
問
題
点
│
台
湾
人
処
理
方
法
と
東
港
鳳
山
事
件
を

め
ぐ
っ
て
」

藍 

適
齊 

Lan Shichi

一
九
七
〇
年
生
ま
れ
。
台
湾
国
立
政
治
大
学
歴
史
系

助
理
教
授
。
台
湾
史
。“ ‘ C

rim
e’  of Interpreting: 

Taiw
anese Interpreters as W

ar C
rim

inals of the 
Second W

orld W
ar”

「
言
語
能
力
が
も
た
ら
し
た

「
罪
名
」│
第
二
次
世
界
大
戦
で
戦
犯
と
な
っ
た
台
湾

人
通
訳
」（
潮
田
耕
一
訳
）“ (R

e- )W
riting H

istory 
of the Second W

orld W
ar: Forgetting and R

e-
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m
em

 bering the T
aiw

anese-native Japanese 
Soldiers in Postwar Taiwan”

閻 

連
科 

Yan Lianke

一
九
五
八
年
生
ま
れ
。
中
国
人
民
大
学
教
授
、作
家
。

『
人
民
に
奉
仕
す
る
』『
丁
庄
の
夢
│
中
国
エ
イ
ズ
村

奇
談
』『
愉
楽
』『
父
を
想
う
│
あ
る
中
国
作
家
の
自

省
と
回
想
』『
年
月
日
』『
炸
裂
志
』（
以
上
邦
訳
作
品
）

王 

堯 
W

ang Yao

一
九
六
〇
年
生
ま
れ
。
蘇
州
大
学
文
学
院
教
授
、
同

学
術
委
員
会
主
任
。
中
国
現
当
代
文
学
。『“
文
革
”

対
“
五
四
”
及
“
現
代
文
芸
”
的
叙
述
與
闡
釈
』『
作

為
問
題
的
八
十
年
代
』『
莫
言
王
堯
対
話
録
』「
中
国

当
代
文
学
史
の
“
過
渡
的
状
態
”」（
邦
訳
論
文
）

堀
井
弘
一
郎 

H
orii K

oichiro

一
九
五
二
年
生
ま
れ
。
日
本
大
学
非
常
勤
講
師
。
日

中
関
係
史
。『「
満
州
」
か
ら
集
団
連
行
さ
れ
た
鉄
道

技
術
者
た
ち
』『
汪
兆
銘
政
権
と
新
国
民
運
動
│
動

員
さ
れ
る
民
衆
』「
日
中
戦
争
期
、
汪
精
衛
国
民
党

の
成
立
と
展
開
」

馮 

青 
Feng Q

ing

一
九
七
〇
年
生
ま
れ
。
明
治
大
学
非
常
勤
講
師
。
中

国
近
現
代
史
・
日
中
関
係
史
。『
中
国
海
軍
と
近
代

日
中
関
係
』「
中
華
民
国
国
民
政
府
の
海
軍
教
育
と

日
本
人
教
官
」「
張
之
洞
の
「
湖
北
海
軍
」
建
設
と

日
本
モ
デ
ル
」

木
下
光
弘 

K
inoshita M

itsuhiro

一
九
七
六
年
生
ま
れ
。
敬
和
学
園
大
学
人
文
学
部
国

際
文
化
学
科
専
任
講
師
。
中
国
に
お
け
る
少
数
民
族

に
関
す
る
問
題
、
民
族
政
策
。「
モ
ン
ゴ
ル
族
出
身

の
指
導
者
ウ
ラ
ン
フ
、
そ
の
失
脚
と
復
活
」「
中
国

の
民
族
問
題
」「
中
国
民
族
政
策
の
背
後
に
あ
る
も

の
│
重
要
度
を
増
す
「
中
華
民
族
」
論
」

や
ま
だ
あ
つ
し 

Yam
ada A

tsushi

一
九
六
四
年
生
ま
れ
。
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人

間
文
化
研
究
科
教
授
。
日
本
植
民
地
台
湾
社
会
経
済

史
。『
日
本
の
朝
鮮
・
台
湾
支
配
と
植
民
地
官
僚
』

（
共
編
著
）『
中
国
と
博
覧
会 
第
二
版
』（
共
編
著
）

樋
泉
克
夫 

H
iizum

i K
atsuo

一
九
四
七
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教

授
。
華
僑
・
華
人
論
、
京
劇
史
。「
地
球
規
模
で
版

図
拡
大
す
る
中
国
│
水
・
陸
・
鉄
・
空
路
結
ぶ
計
画

着
着
」「「
華
人
」
が
カ
ギ
握
る
中
国
経
済
発
展
」

「
中
国
の
「
経
済
危
機
」
に
思
う
」

三
好 

章 
M

iyoshi A
kira

一
九
五
二
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教

授
。
中
国
近
代
史
、
中
華
人
民
共
和
国
教
育
史
。

『
摩
擦
と
合
作 

新
四
軍1937

〜1941

』『
叙
事
詩
の

時
代
の
抒
情
』（
翻
訳
）、『
根
岸
佶
著
作
集
』
全
五
巻

（
編
、
刊
行
中
）

加
治
宏
基 

K
aji H

irom
oto

一
九
七
四
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
助

教
。
現
代
中
国
外
交
論
、
ア
ジ
ア
国
際
関
係
論
。

「
米
国
が
規
定
し
た
「
中
華
民
国
」
の
対
外
援
助
政

策
」「
国
連
開
発
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
の
中
国
に
よ
る
受

容
と
政
策
展
開
」『
教
養
と
し
て
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と

平
和
』（
共
編
著
）

翻
訳
者
紹
介

劉 

靈
均 LIU, A

riel Ling-chun

一
九
八
五
年
生
ま
れ
。
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
。
台
湾
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
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予
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17
年
3
月
刊
行
予
定
）

特
集
◎   

中
国
の
芝
居 

 

─
─
昨
日
・
今
日
・
明
日
（
仮
題
）

　

清
末
民
初
の
燕
都
を
生
き
た
京
劇
戯
作
者
・

陳
墨
香
の
『
梨
園
外
史
』
は
、「
天
地
は
一
つ
の

大
き
な
梨
園
で
あ
り
、
梨
園
は
小
さ
な
天
地
で

あ
る
。時
を
隔
て
る
こ
と
数
千
年
、東
か
ら
西
へ

の
数
万
里
。
男
と
女
。
賢
い
お
方
と
愚
か
者
。

誰
で
も
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
、
舞
台
の
う
え
に

立
ち
現
わ
れ
る
芝
居
の
世
界
か
ら
逃
れ
る
こ
と

な
ど
で
き
は
し
な
い
」と
書
き
だ
さ
れ
て
い
る
。

　
「
天
地
は
一
つ
の
大
き
な
梨
園
で
あ
り
、
梨

園
は
小
さ
な
天
地
で
あ
る
」
│
│
限
ら
れ
た
空

間
で
し
か
な
い
舞
台
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
は
時

空
を
超
越
し
た
豊
饒
無
限
の
世
界
だ
っ
た
。

　

底
な
し
沼
の
よ
う
な
社
会
の
一
片
を
切
り

取
っ
て
表
す
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
七
転
八
倒
す

る
よ
う
な
残
酷
も
、
哀
切
た
だ
よ
う
悲
恋
も
、

豪
壮
無
比
な
英
姿
も
、
手
に
汗
握
る
冒
険
も
、

抱
腹
絶
倒
の
ド
タ
バ
タ
も
、情
念
滾
る
愛
欲
も
、

煌
び
や
か
で
艶
や
か
な
夢
も
、
極
悪
非
道
へ
の

怒
り
も
。
凡
そ
想
像
で
き
る
限
り
の
世
界
を
紡

ぎ
だ
す
こ
と
が
で
き
る
…
…
そ
れ
が
芝
居
。

│
│
こ
ん
な
視
点
か
ら
、本
特
集
を
企
画
し
た
。

【
執
筆
者
】
黎
鍵
、
津
田
忠
彦
、
佐
治
俊
彦
、

魯
大
鳴
、
立
石
謙
治
、
榊
原
真
理
子
、
村
瀬
栄

治
、
樋
泉
克
夫
ほ
か
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ノ
リ
テ
ィ
文
学
。「
呉
継
文
『
天
河
撩
乱
』
に
お
け

る
「
同
志
」
と
「
東
京
」」『
安
西
冬
衛
詩
集
『
軍
艦

茉
莉
』
研
究
』

丸
山
栞
和 M

aruyam
a K

anna

一
九
九
二
年
生
ま
れ
。
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研

究
科
博
士
前
期
課
程
。
中
国
古
典
詩
・
建
安
文
学
。

寺
地
亜
美 Terachi A

m
i

一
九
八
八
年
生
ま
れ
。
国
際
交
流
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ピ
ー
ス

ボ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
。
貧
困
、
環
境
、
平
和
、
人
権
、
持
続
可
能
性

な
ど
幅
広
い
分
野
に
お
け
る
通
訳
・
翻
訳
。

和
田
知
久 W

ada Tom
ohisa

一
九
六
九
年
生
ま
れ
。
中
部
大
学
国
際
関
係
学
部
准

教
授
。
中
国
同
時
代
文
学
。『
現
代
中
国
の
起
源
を

探
る 

史
料
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
共
著
）「
石
中
蜈
蚣
」

（
翻
訳
）「
徐
則
臣
「
跑
歩
穿
過
中
關
村
」
を
読
む
」

南 

真
理 M

inam
i M

ari

一
九
八
〇
年
生
ま
れ
。
大
阪
市
立
大
学
非
常
勤
講

師
。
中
国
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
論
。「
家
庭
倫
理
ド
ラ
マ

に
お
け
る
劉
慧
芳
式
女
性
像
」「
中
国
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
『
走
向
共
和
』
の
新
歴
史
観
│
そ
の
製
作
、
受
容

を
め
ぐ
っ
て
」「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
と
政
治
性

の
結
合
│
ス
パ
イ
ド
ラ
マ
『
潜
伏
』」

学
会
通
信

◎
学
会
員
活
動
（
二
〇
一
六
年
四
月
〜
二
〇
一
六
年
九
月
）

黄 

英
哲　
『
漂
泊
與
越
境
│
両
岸
文
化
人
的
移
動
』

（
台
湾
大
学
出
版
セ
ン
タ
ー
、二
〇
一
六
年
七
月
）、

「
台
湾
文
化
人
的
『
抗
日
戦
争
』」（
愛
知
大
学
・

大
連
理
工
大
学
共
催
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文

化
・
文
学
│
歴
史
與
記
憶
国
際
学
術
研
討
会
」
於

中
国
大
連
、
二
〇
一
六
年
六
月
二
五
日
）

砂
山
幸
雄　
「
惲
代
英
的
無
政
府
主
義
特
質
及
其
歴

史
意
義
」（
中
国
共
産
党
設
立
九
五
周
年
記
念
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
五
四
運
動
と
中
国
共
産
党
書

記
の
指
導
者
」、『
人
民
日
報
』
海
外
版
・
日
本
月

刊 

特
刊
、
二
〇
一
六
年
六
月
）

薛 
鳴　
「
親
族
制
度
と
社
会
変
容
│
親
族
名
称
の
使

い
方
か
ら
み
る
日
中
の
比
較
」（
口
頭
発
表
、
愛

知
大
学
国
際
中
国
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ

Ｓ
）
文
化
的
ア
プ
ロ
ー
チ
班
主
催
公
開
研
究
会
、

二
〇
一
六
年
七
月
九
日
）
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枚程度、エッセイ=10枚程度（400字詰原稿用紙換算）　③ワープロソフトで作成した原稿の打ち出し２部お
よびデジタルデータを提出。デジタルデータは eメールでの送信も可。
　〈原稿送付先〉愛知大学現代中国学会　E-mail：china21@ml.aichi-u.ac.jp
投稿規程の詳細は現代中国学会までお問い合わせ下さい。採否は編集委員会の検討を経て決定し、採用にあ
たっては規定により薄謝を進呈します。なお、応募された原稿は採否にかかわらず返却いたしません。

編
集
後
記
│
│
中
国
に
限
ら
ず
、日
本
に
お
い
て
も
「
私
た
ち
に
と
っ
て
、戦
争
は
終

わ
っ
て
い
な
い
」「
私
の
世
代
で
、終
わ
ら
せ
た
い
」と
い
う
言
葉
を
し
ば
し
ば
耳
に

す
る
。
そ
う
し
た
声
が
も
っ
と
も
恐
れ
て
い
る
の
は
、
人
び
と
の
忘
却
で
あ
る
。

「
も
は
や「
戦
後
」で
は
な
い
」
と
高
ら
か
に
謳
っ
た
一
九
五
六
年
の
経
済
企
画
庁

『
経
済
年
次
報
告
』（
い
わ
ゆ
る「
経
済
白
書
」）を
引
く
ま
で
も
な
く
、一
方
で
、
個
の

心
の
痛
み
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
よ
っ
て
不
可
視
化
さ
れ
る
。「
東
ア

ジ
ア
の
奇
跡
」の
陰
で
、そ
う
し
た
声
は
戦
争
と
現
在
の
連
続
性
を
提
起
し
て
お
り
、

「
戦
後
」と
い
う
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
は
、
そ
の
連
続
性
を
包
摂
す
る
。
◇
そ
し
て
、「
戦

後
」の
連
続
性
は
冷
戦
期
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
、
さ
ら
に
は
冷
戦
の
終
結
後
を
も

カ
バ
ー
す
る
。
一
九
八
九
年
の
六
四
天
安
門
事
件
に
よ
り
中
国
的
社
会
主
義
の
ひ
ず

み
が
世
界
に
露
呈
し
、
年
末
に
マ
ル
タ
で
の
米
ソ
首
脳
会
談
に
お
い
て
冷
戦
の
終
結

が
宣
言
さ
れ
た
。
そ
の
後
、一
九
九
一
年
に
ソ
連
が
解
体
し
た
こ
と
で
、
冷
戦
構
造

が
名
実
と
も
に
崩
壊
し
た
。「
戦
後
」は
冷
戦
後
の
世
界
を
も
射
程
に
取
り
込
む
。
殊

に
日
本
で
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
総
意
と
し
て
「
戦
後
」デ
ィ
ス
コ
ー
ス
は
同
時
代
を
敷

衍
す
る
。
◇
他
方
で
、「
戦
後
」デ
ィ
ス
コ
ー
ス
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
個
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
歩
み
を
照
ら
し
う
る
。
逆
説
的
に
い
え
ば
、
一
九
四
五
年
に
始
ま
る

「
戦
後
」と
い
う
核
の
時
代
に
は
、
抑
止
力
と
い
う
共
通
認
識
を
醸
成
し
た
結
果
、

国
境
や
鉄
の
カ
ー
テ
ン
と
い
う
カ
ベ
が
希
薄
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
デ
ィ
ス

コ
ー
ス
は
、
安
全
保
障
に
限
ら
ず
日
中
関
係
、
中
台
の
両
岸
関
係
の
広
範
な
人
的
諸

問
題
を
汲
み
上
げ
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
る
。
◇
本
号
で
は
、
戦
犯
と
い
う
個
と
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
と
り
ま
く
歴
史
的
事
実
か
ら
、
今
日
的
課
題
を
紡
ぎ

出
す
力
作
を
執
筆
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
同
時
に
、
国
家
の
正
当
性
に
光
を
当

て
る
秀
逸
な
論
考
を
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
両
側
面
か
ら
、
そ
し
て
中
国
、
台

湾
、
英
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
日
本
の
研
究
者
の
視
点
か
ら
「
戦
後
」の
意
義
を
問

い
な
お
し
た
が
、
読
者
諸
氏
が
、
同
時
代
と
し
て
の
戦
後
へ
の
視
座
を
考
察
す
る
一

助
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
◇
最
後
に
、
責
任
編
集
者
と
し
て
不
備
が
多
く
発
行
時

期
が
大
幅
に
遅
れ
た
た
め
、
執
筆
者
な
ら
び
に
編
集
者
、
関
係
者
各
位
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
た
こ
と
を
、こ
の
場
を
借
り
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。（
加
治
宏
基
）


